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1. Neander DB開発の経緯

　交替劇A01班では、石器製作伝統における学習能
力の差異からネアンデルタール人（旧人）と現生人類
（新人）の交替現象を説明づけるため、アフリカと西・
北ユーラシアを対象地域として、20万年前から２万年
前までの人類遺跡の集成に取り組んでいる。主たる
データソースは発掘調査報告書であり、英語のほかド
イツ語・フランス語・ロシア語の文献も少なくない。
　このように広範な時空間を対象とし、かつ多様な
言語で書かれた文献を渉猟する悉皆調査を行うため、
データの収集はアフリカ・西アジア・ヨーロッパ・ロ
シア語圏を専門とする研究者７名が分担して実施して
いる。研究分担者の所属機関が国内複数都市に分
散しているため、各々が独立して作業を進めている。
全員が顔を合わせる機会は実質的に班会議に限られ
るため、日々の研究連絡はインターネット（Eメール）
経由で行われる。そこで、複数の分担者がインターネッ
トを介してマスタデータベースに直接アクセスし、デー
タを入力・編集・共有できる仕組みとして、クライア
ント＝サーバ型のネットワーク・データベースシステム
Neander DBを開発・実装した。本稿ではその要点
を紹介する。

2. システム構成

　Neander DBは商用データベースソフトウェア
FileMakerシリーズによって構成する。FileMakerを
導入した理由は、操作性に優れることと開発・メンテ
ナンスが容易なこと、そしてWindowsとMac OSの両
方に対応していることである。東京大学総合研究博
物館にFileMaker Server 11を搭載したデータベース
サーバ（Mac OS X 10.6 Server搭載Mac mini, 2.66 
GHz Intel Core 2 Duoプロセッサ, 4GB RAM, 1TB 
HDD）を置き、Neander DBをホストする。分担者

は各々の作業環境にインストールしたFileMaker Pro 
11を用いて、インターネット経由でNeander DBにア
クセスする。データベースのセキュリティはパスワード
とサーバファイアウォールによって確保する。iPhone
やiPadにFileMaker Goをインストールすれば、これら
のモバイル端末からもデータベースにアクセスできるの
で、図書館や出張先など研究室を離れた環境でもイ
ンターネット接続さえ確保できれば作業を進めることが
できる。

3. データベースの構造

　考古学の研究者が海外の発掘調査報告書から遺
跡の情報を取り出し、遺跡カードにまとめるというワー
クフローに最適化する形で、以下のようにリレーショナ
ルデータベース管理システム（RDBMS）を設計した。
　まず、データベースの骨格は、文献書誌情報と遺
跡情報、石器製作伝統情報の三本立てとする（図1）。
両者の関係は必ずしも１対１ではなく、１冊の報告書に
複数の遺跡が収録されているケースと、１つの遺跡の
発掘成果が複数の報告書に記載されるケースがある。
すなわち、データベース上の実体（情報学的意味で
のエンティティ）としての文献と遺跡は多対多の数的
結合関係（カーディナリティ）にある。RDBMSの特
性上このままではテーブルを結合することができない
ので、引用関係テーブルを中間にはさんで両者の関
係を整理する。

3.1. 文献書誌情報
　文献書誌情報は著者名・出版年・題目・出版地・
出版者・収録誌名・巻号・掲載頁などからなり、科
学技術情報流通技術基準SIST 02に準拠する形で記
述する。ISBNまたはDOIが付されている日本語・英
語文献については、NACSISやWeb of Scienceといっ
た文献検索サービスを用いて書誌情報を特定できる

交替劇関連遺跡・石器製作伝統
データベースNeander DBの設計

東京工業大学・日本学術振興会特別研究員　近藤康久
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省略した場合は、データチェック担当者が情報を補完
する。日英以外の言語については、検索の便宜を図
るために、書誌情報を省略せずに記載するとともに、
著者名・題目の英語訳も併記する。

3.2. 遺跡情報
　遺跡というエンティティは、１遺跡につき１つのレコー
ドをもつ遺跡基本情報と、１遺跡に１以上多のレコー
ドをもつ遺跡詳細（文化層）情報、さらに１つの文
化層につき０以上多のレコードをもつ年代測定値情報
から構成される。

3.2.1. 遺跡基本情報
　遺跡基本情報は、遺跡の名称・国名・位置・立
地など、１つの遺跡に対しただ１つの値が決まる情報
からなる。これらの中で最も重要なのは位置情報（経
緯度）である。なぜなら、位置情報は遺跡の分布を
GISの地図上にプロットする際に必要であり、分布図
こそが、旧人・新人の居住地域や石器製作伝統の
空間的変遷を「見える化」する唯一の手だてとなるか
らである。位置情報の精度が高ければ高いほど、そ
れに基づく空間分析の精度も高くなる。したがって、
データ収集段階でできるだけ高い精度、たとえば秒

単位まで求めるのが望ましいが、現実にはそううまく
ゆかない。GPSを基準点測量に使わない（もしくは
使えない）発掘調査では、遺跡の経緯度を秒レベル
まで計測するのが困難で、報告書に値の記載すらな
いこともあるからである。そのような場合は報告書に
掲載される遺跡位置図（広域図・遺跡周辺図・発
掘区配置図・遺跡全体図など）から経緯度を割り出
すことになる。しかし、これには電子地図やリモートセ
ンシング画像の判読もしくは紙地図の電子化とジオリ
ファレンス（位置合わせ）・ジオレクティファイ（幾何
補正）という処理が必要で、専門技術と経験を要す
るため、考古学プロパーの研究者にそこまで要求する
のは酷である。そこで、ネットワーク・データベースの
特性を活かして、経緯度が不明な遺跡については報
告書掲載の遺跡位置図をサーバにアップロードし、リ
モートセンシングとGISの専門家がその画像を手がか
りに経緯度を割り出すという分業体制をとる。

3.2.2. 遺跡詳細（文化層）情報
　遺跡詳細情報にあたる文化層の情報は、データ
分析の中核をなす。遺跡詳細情報テーブルには（1）
文化層の名称（Layer 1, Level II, Phase 3など）と
（2）編年・文化のまとまり（考古学的意味でのエン
ティティ）としての石器製作伝統の名称（Mousterian, 

図1 Neander DBの構造（模式図）
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Aurignacian, Gravettianなど）、（3）古気候学の年
代指標である海洋同位体ステージ（MIS）、（4）考
古学の立場からみた推定年代という４つの年代指標
を併記する。（1）・（2）・（3）は相対年代、（4）は
絶対年代である。専門分野によって参照する年代指
標が異なるため、これらを併記することにした。
　文化層にはまた、動植物遺存体などの古環境情報
や人類化石、骨角器・絵画・動産芸術品など出土
遺物の情報が含まれる。これらの数量を定量化でき
ればよいのだが、データの集計には膨大な労力がか
かるので、それは今後必要に応じて行うとして、さし
あたり当該遺物の有無のみを記録する。

3.2.3. 年代測定値情報
　文化層に付帯する年代測定値は、遺跡分布の時
間的変遷を「見える化」する際の重要な根拠とな
る。年代測定値の情報は一意識別子となる機関コー
ド（Lab Number）とデータ値に相当する年代中央
値、標準偏差2σ（上限・下限で値が異なる場合が
あるので分かち書きにする）を骨格とする。ただし近
年は年代測定法に加速器質量分析（AMS）放射
性炭素年代測定法・熱ルミネッセンス法（TL）・光
ルミネッセンス法（OSL）・電子スピン共鳴法（ESR 
EU/LU）などが加わり、バラエティが豊かになった。
測定可能な試料の種類も多様化している。測定法・
試料によって年代の評価が異なりうるので、年代測定
法・測定試料の種類・種属も明記する。

3.3. 石器製作伝統wiki
　上記の遺跡情報に加え、プロジェクトの主眼である

石器製作伝統の解明を進めるため、研究チームでは
石器製作伝統の「事典」作りにも着手している。元
来、石器製作のプロセスは、行動や技術などさまざま
な研究観点から記述されるため、地域・時代を横断
して比較・評価するのは困難であった。そこで、アフ
リカからユーラシアにいたる広範な地域の旧石器遺跡
を集成するこの機会をとらえ、各々の石器製作伝統を
実質的に代表する遺跡を取り上げて、石材の調達か
ら打ち割り、二次調整に至る石器製作プロセスの特
徴を、統一的な評価項目（表1）にしたがって自由記
述する。めざすところは、ウィキペディアのように複数
人が同時に記事を閲覧・編集・情報共有できるwiki
型の石器製作伝統ナレッジベースである。遺跡基本
情報と同様に、石器製作伝統情報も文献書誌情報と
多対多の数的結合関係にあるため、引用関係テーブ
ルを挿入することによって両者のリレーションシップを
明示化する（図1）。

3.4. 直感的なユーザインターフェース
　Neander DBの実装にあたっては、データベース入
力経験の浅い担当者でも直感的に操作しやすいグラ
フィカルユーザインターフェース（図2）を実装した。
テキスト入力予測機能やプルダウンメニュー／ボタン
を活用して、入力ミスやゆらぎの低減を図っている。

4. Neander DBの考古情報学的位置づけ

　さて、このNeander DBは考古学の情報処理を科
学するアプローチ、すなわち考古情報学の視点からみ
ると、どのように位置づけられるだろうか。

1. 石器の選択と獲得
 1.1. 石材の種類
 1.2. 石材の形態
 1.3. 産地との距離
2. 剝片剝離
 2.1. 石核形態のコンセプト
 2.2. 主な剝離方向
 2.3. 剝片形態
3. 石器器種と二次加工
 3.1. 主な石器器種と機能
 3.2. 石器製作技術

4. 着柄
 4.1. 着柄の証拠
 4.2. 組み合わせ道具かどうか
5. メンテナンス技術
 5.1. 刃部再生技術
6. 備考

表1 石器製作伝統wikiの収録項目
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4.1. ネットワーク・コンピューティング
　Neander DBの最大の特色は、ネットワーク・コン
ピューティングの活用により、遠隔地に拠点を置く複
数の研究者が恊働して迅速にデータベースを構築でき
る点にある。昨今、インターネットを活用した「クラウ
ド・コンピューティング」がビジネストレンドとなってい
るが、クラウド・コンピューティングではインターネット
という「雲」（クラウド）の先の企業や第三者機関に
情報を預けるのに対し、Neander DBではあくまでも
情報を組織内部に保管する。そのため、あえてネット
ワーク・コンピューティングということばを用いる次第
である。
　ネットワーク・コンピューティングのメリットとしては、
バージョンエラーや入力エラーを抑制できるばかりで
なく、作業の中で生じた設計変更や拡張のニーズに
も柔軟かつ迅速に対応できることが挙げられる。また、
適切なバックアップ措置を講じることによって、バージョ
ンエラーを抑制しつつデータの冗長化とリスク分散を
図ることができる。たとえば、2011年3月11日の東日
本大震災では仙台の研究分担者が作業環境に被害
をこうむったが、データベースに登録した情報は東京
のサーバに保存されていた。この点に限っていえばネッ

トワーク・コンピューティングによるリスク低減の効果
があったといえよう。
　考古学のためのデータベースは、昨今大規模化が
顕著である（近藤2010）。国内だけみても、奈良文
化財研究所の全国遺跡データベース（森本2000）や
日本旧石器学会（2010）の旧石器遺跡データベー
スのように、全国を網羅するものもあれば、埋蔵文化
財包蔵地地図・遺跡地名表のように、一都道府県の
遺跡を悉皆的にs風六するものもある。これらのデータ
ベースは公開を前提として作られているが、その編集
作業は非公開かつオフラインで行われる。Neander 
DBは、インターネットを介して複数機関の研究者に
よる情報入力および共有を実現したものであるとい
う点において、全国埋蔵文化財法人連絡協議会の
埋蔵文化財報告書抄録データベース（http://www.
zenmaibun.com/data002.html）に次ぎ、考古学に
おける「恊働」研究の新しいモデルを提示するもの
である。

4.2. 考古情報と文献書誌情報の統合
　昨今の技術動向を鑑みると、博物館系列品管理情
報システムと図書館系文献書誌情報システムが統合

図2 Neander DBのインターフェース
（遺跡基本情報検索・閲覧・編集画面）
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図3  GISでの遺跡地図表示例
（レヴァント地方のタブーンB型石器製作伝統に伴う遺跡をハイライト表示）

に向かいつつある（嘉村ほか2010；森ほか2011）。
Neander DBは、遺跡情報と文献書誌情報、さらに
は石器製作伝統wikiが相互に連携する仕組みを実
装したという点において、このような情報システム統
合のトレンドと軌を一にするものである。近い将来に、
Neander DBに収録された遺跡情報と文献情報は、
総括班において他班のデータと統合され、プロジェク
ト全体で共有される（森ほか2011）。このような考古
学における学術システム・インテグレーションの先駆
けとなることも、Neander DBの特色である。

4.3. 地理情報システムとの連携
　Neander DBの特色としてはもう一つ、収録された
すべての情報が、遺跡の位置情報（経緯度）を手
がかりとして、地理情報システム（GIS）を用いて地
図上に表示できることが挙げられる。2011年7月初旬
時点で、Neander DBには西アジア・ヨーロッパ・北
ユーラシアの遺跡約800か所の1,850を超える数の文

化層と3,100点以上の年代測定値が収録されている。
レコード数は、作業の進展にしたがってさらに増加す
ることが見込まれる。これらの情報にさまざまな条件
で絞り込み検索をかけて、対象となる遺跡グループを
抽出し、その分布を地図上に表示する（図3）。さら
にB02班（古環境班）など他班のデータとの統合・
解析（近藤2011）を通して、旧人・新人交替劇の「見
える化」が図られ、この現象に対する新しい解釈が
得られることが期待される。

謝辞
　本稿はじんもんこん2010（近藤ほか2010）・CAA 
2011 (Kondo et al. forthcoming)・日本西アジア考
古学会第16回大会（近藤ほか2011）で発表した
内容を再構成したものである。Michael Märker博士
（チュービンゲン大学／ ROCEEHプロジェクト）をは
じめ、有益な助言をいただいた同僚諸氏に感謝申し
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